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卒業証書授与式が無事に挙行できたこと、本当にうれしく思います。3 年生１０２名は、9 年間の義

務教育を終え、それぞれの新しい道に向かって出発します。晴れの門出を心から祝福したいと思います。 

また、1,2 年生の皆さん、それぞれご進級おめでとうございます。 新年度から先輩、最上級生として

北部中のさらなる発展に貢献してくれると、大いに期待しています。この 1 年間、 私たち教職員は、

生徒の皆さんの成長を日々実感しながら毎日を過ごすことができました。保護者や地域の皆様、本校の

教育活動をお支えいただきまして、誠にありがとうございました。今後もよろしくお願いいたします。 

【３学期終業式で全校に話したこと】(概要) 

今日も「○○力」の話をします。今年最後の「○○力」は「こうどう力」です。 

「こうどう」というと、「行動」という字を思い浮かべるのではないでしょうか。「行動」は、動くこと、

言葉を発することなど、何かをすることを指す言葉です。誰かが動くことで、周りも世の中も動き始め

ます。実際に行動する力、行動できる力を持っているということはとても大切なことです。 

そんな「行動」ですが、大切なことは「自分から考えて」行動することです。何のために行動するのか、

行動することの意味を自分でしっかり理解すること、人がやっているからとか、言われたからとかでは

なく、「自分から考えて」行動することが大切です。そこで「行」を「考」に変えて、「考動力」です。 

さらに「自分から考える」ときに大切にすることは何でしょうか。何のために「自分から考えて」行動

するか。それは、ずばり「幸せ」のためです。「自分、そして、みんなの幸せ」ということを目的として「考

動」（考えて行動する）することが重要になります。そこで「考」をさらに「幸」に変えて「幸動力」です。 

みなさんが毎日の生活の中で感じる、ちょっとした「楽しいな」「うれしいな」「ありがたいな」と思え

ること、「自分は自分のままでいいんだ」「さらによりよい自分になりたい」と思えること、温かい気持

ちになったり、思いっきり頑張りたいという前向きな気持ちになったりすることは、全て「幸せ」なこと

です。まずは、「自分の幸せ」のために自分から考えて行動（幸動）していきましょう。 

そして、次は、「みんなの幸せ」のための幸動です。「他喜力」の時にお話ししましたが、人を喜ばすこ

とで人は幸せになります。また、「受援力」の時には、人は誰かの役に立ったり、それで感謝されたりす

ると、自己肯定感が高まり、幸せを感じます。という話をしました。つまり、誰かが自分を必要としてく

れていると感じられること、自分が誰かのためにできることがある、人の役に立てたと思えることが、

「自分の幸せ」でもあり、「みんなの幸せ」につながるのです。私も、みなさんが挨拶を返してくれるだけ

で、「幸せ」な気持ちになります。小さなことからで良いので、自分、そしてみんなの「幸せ」のために、

相手のことも考えて行動する、行動できる「幸動力」を大切にしていきましょう。 

生徒の姿より  先週３月１４日(金)の生徒会退会式の様子です。 

 

心温まる

な時間でした。

どの学年の合

唱も素晴らしく

心に響く歌声

に感動!!感涙💧 



 

年度末の人事異動により、右記職員が本校

から転退職することになりました。 

本校勤務年数に差はありますが、これまで

生徒や保護者の皆様、地域の方々には、数多

くのご協力や、温かいご支援をいただいてま

いりました。心より御礼申し上げます。 

 
 
＜北中生の活躍の紹介＞ 

2年2部 長谷 岳飛さん スキー競技 

 第63回長野県中学校総合体育大会 男子大回転 第４位→全国大会出場 

 第8回戸隠フェニックスカップユース大会 男子大回転  第３位 

→3月22日(土)のジュニアオリンピック出場決定!! 

明日から春休みになります。先週配付された「有意義な学年末休み

を過ごすために」を改めて確認してください。気の緩みから事故や事

件に巻き込まれない(被害者にも加害者にもならない!!)ように、また

生活リズムを崩さないようにして体調管理をお願いします。休み明け

の新生活のスタートをよいものにするためにルールを守りましょう!! 
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氏 名 職･教科等 転任先等 

牛山  清美 支援員 永明小 

小口 久美子 給食調理員 米沢小 

河口   孝 ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ 岡谷西部中 

齊藤 みづき 社会科 退職 

篠原 久美子 栄養教諭(給食) 長峰中 

清水  幸次 数学科 茅野東部中 

髙城  早苗 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 退職 

中島  博文 社会科 岡谷北部中 

中山  直子 美術科 長峰中 

野明  洋美 事務職員 退職 

林  のぞみ 音楽科 退職 

星野 妃奈子 養護(保健室) 退職 

丸山 真理子 家庭科 岡谷南部中 

Rafael Luis Bawagan (ﾙｲｽ) ALT 永明中 

涌井  高明 社会科 退職 

自転車安全利用五則 

1 車道が原則、左側を通行 

  歩道は例外、歩行者を優先 

2 交差点では信号と一時停止を 

  守って、安全確認 

3 夜間はライトを点灯 

4 飲酒運転は禁止 

5 ヘルメットを着用 


